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桜島爆発噴煙の諸問題
a. 噴煙放出の諸形態 ‐ 中間まとめ
• 色： 灰煙、白煙、灰白煙

• 基本的形態：爆発噴煙、定常噴煙、 断続噴煙

• 爆発後は数時間の灰煙続く (定常的、脈動的あり)
• 爆発噴煙の脈動・多重爆発・断続

• 単発のパフは非常に稀

• 穏やかに始まる連続的灰煙あり

• 灰煙継続中の爆発あり
3. 爆発噴煙映像から見る噴煙放出過程 in 木下・坂本，桜島2013年の噴煙活動と鹿
児島の大気環境, 研究集会「火山現象のダイナミクス・素過程研究」2013.12.19-20

b. 噴煙上昇の写真計測 木下・戸高，鹿大教育学部研究紀要自然科学編,46, 

15, 1994 ->木下, 爆発噴煙の映像観測とアーカイブ, 火山シミュレーション研究集会， 07.11.29

c. レーダーデータとカメラ映像との比較 鹿大・熊大 噴煙研究グ
ループ, 光学・レーダー観測と衛星画像による火山爆発噴煙の解析, 17CEReS環境リモセンシンポ，2015.2 

灰噴火小野晃司・渡辺・星住・高田・池辺
（1995）阿蘇火山中岳の灰噴火とその噴出物．
火山，40，133‐151



定常噴煙の拡散形態
木下紀正・吉田潔、桜島噴煙流の写真解析、鹿大
教育学部研究紀要自然科学編，42，1，1990
木下, 火山噴煙の映像観測と解析, 1998.2 Report

煙流軸が水平な直線 ｘ軸とし、ｙ，ｚ軸を図３の様に取り、煙流の輪郭を断面が
Ｒy（ｘ）＝ ａｘp ＋ｃ， Ｒz（ｘ）＝ ｂｘq ＋ｃ， (1)

の長径，短径の長円となる錐形で表す



噴煙流の透視図
３次元の座標変換の組み合わせとフィルム面への
２次元射影変換により求め、写真・ビデオデータと
比較



b. 噴煙上昇の写真計測
焦点距離とカメラの向きによる上すぼまり・倒れこみ効果を評価

爆発噴煙の高度評価は航空機の灰煙遭遇回避にも重要



南岳から約

Ａ：WSW11km(鹿大)
Ｂ：WSW10km(鴨池港付近）
Ｋ：SW17km(錦江台） Ｔ：SSE10km(垂水市役所）

桜島火山噴煙の多点映像観測
鹿大・熊大 噴煙研究グループ

http://es.educ.kumamoto‐u.ac.jp/volc/sakushowa/

レーダ観測(真木教授他)
との比較へ

KRK 黒神4km 臨時観測2014
TRM垂水気象レーダ(国交省)



Height = 26 m above sea level, 
Distance = 9.8 km from Minamidake crater
of  Mt. Sakurajima, which is 19゜northward 
from east

観測点 B : 
鴨池港近郊の建物８階
Webカメラ(近赤外)
手動カメラ(可視，近赤外)



火山と噴煙の写真やビデオ映像のページ ‐ Volc
http://wwwkav.mydns.jp/volc/
21世紀の桜島火山噴煙 (英文) 

http://wwwkav.mydns.jp/volc/sa21c/sa‐menu.htm 
桜島噴煙の4点映像観測 2009-2014-

Web Volc



c. レーダーデータとカメラ映像との比較

垂水レーダ画像
Xバンド(3 cm)  仰角６度 走査２分毎
2013年 噴煙高度が3000ｍ以上 計31事例

（‐夜3例 = 昼28例)
[Cf. 顕著な噴火動画 昼25例: 熊本大Web  ]

南日本新聞のwebカメラ、レーダ反射強度、
反射因子差、ドップラー速度、相関係数の動画、
レーダ反射因子の積算値分布

１枚のPPTファイル

真木雅之、気象レーダで検出可能な噴煙の最小反射強度について
地震研共同利用研究集会「火山現象のダイナミクス・素過程研究」2013.12.19



Tarumizu radar scanning strategy

No deg t1 t2 t3 t4 t5 t6 t7 t8 t9 t10 t11 t12 t13 t14 t15 t16 t17 t18 t19 t20 t21 t22 t23 t24 t25 t26 t27 t28 t29 t30

el12 20.0

el11 17.9

el10 14.9

el09 12.9

el08 11.0

El07 9.2

El06 7.5

el02 6.0

el05 4.9

el04 3.8

El03 2.7

el01 1.7
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爆発 2013.8.18_ 16:31 >5000m



Views around 16:40 at different sites 

爆発噴煙2013.8.18_ 16:31 > 5000m

K



Ｔ(SSE10km) 16:40Ｋ(SW17km)  16:40

煙流の輪郭2013.8.18_ 16:38-40

B
16:38



Simple estimate of 

the column height 5000m 
above the summit(1040m) 
true?

3D projection analysis of

photographs from B：
WSW10km

Height of eruption column     16:35



16:36                                16:42



桜島爆発噴煙 2014.5.10_13:07
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爆発噴煙の上昇2014.5.10_13:07‐20, 25





Kaバンドレーダ(8 mm) 防災科学技術研究所
黒神 (昭和火口から約3.6km E) 2014.3.29‐6.8

真木雅之他、気象レーダによる桜島火山噴煙の観測, 火山学会,2014.10



爆発噴煙の上昇後2014.5.10_13:16‐20



Kurokami Site (Kyoto Univ.)

Portable Pol. Lidar
（MELCO） Ka- Doppler Radar

（NIED）

Kaバンドドップラーレーダの観測モード

空間分解能：レンジ方向 75m，方位角・仰角方向0.3°

観測時間 ：鉛直断面を10秒程度で観測

(Cf.  垂水X-MPレーダ ：ボリュームスキャンに約5分)



小爆発と上昇2014.5.10_16:14‐30‐45 Kaバンドレーダによる断面図との比較

rhi261



Eruption in coincidence with Landsat
93.3.5_
10:04



噴煙上昇の平均的振舞い

実線と点線は[表１の]爆発噴煙の＃31事例（Erup/Sel），全52事例（Erup/All）
それぞれのａ，ｃ＝ Hmaxの平均値、破線は定常噴煙13事例の平均値を用いて

h(t) = － a (t－t0)2 + c を計算． (1990.1‐1993.12)



噴煙上昇パラメーター

木下・戸高(1994 )
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参考URLと解説
火山と噴煙のページ http://wwwkav.mydns.jp/volc/
衛星画像ネットワーク鹿児島 http://wwwkav.mydns.jp/sing/
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